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第1章 理論

第2章 学校教育目標のアセスメントとカリキュラム・マネジメン
トの組織化に向けた実践的提案

第3章 アンケート調査から見る全国高校のスクール・ポリシー体
制、データ・マネジメントの実態

第4章 事例
事例1 桐蔭学園高等学校・中等教育学校（川妻篤史）
事例2 大手前高松中学・高等学校（合田意）
事例3 富士市立高等学校（滝陽介・斉藤雅）
事例4 品川女子学院中等部・高等部（山本はるか・山崎碧）

（新著の紹介）
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本書のポイント

① 学校教育目標を測定可能な資質・能力の目標へと変換し、その達成の程
度をカリキュラム・アセスメントすること

② ①の過程や結果を学校の教職員と共有し、カリキュラム・マネジメント
としての実践的組織化を図ること

＜補足＞

・高校教育の学校教育目標＞スクール・ミッション、スクール・ポリシー

・カリキュラム・アセスメント

・カリキュラム・マネジメントは「学校教育目標」を起点とする

＞教科等横断、地域等の外部との連携 を行うことがカリキュラム・マネジメントではない
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図表 目的・ゴール・目標の関連 図表 目的・目標の近接概念の関連

学校教育目標の位置づけ
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（第１章）



学校教育目標とスクール・ポリシー
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「汎用的な資質・能力」と「特定の資質・能力」
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実践的提案

＜ポイント１＞実践可能な学校教育目標を策定すること

＜ポイント２＞１に連動させる形で、育成を目指す資質・能力を策定す
ること

＜ポイント３＞データ・エビデンスによって育成を目指す資質・能力を
アセスメントすること

＜ポイント４＞１～３を学校のスクール・マネジメントとして組織的に
実践すること
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（第２章）



＜ポイント１＞実践可能な学校教育目標を策定
すること

＜ポイント２＞１に連動させる形で、育成を目
指す資質・能力を策定すること

学校教育目標
社会に生きる主体として自ら考え判断し、行動できる
資質・能力の育成

育成を目指す資質・能力
・他者を承認した上で、多様な人たちと協働できる
・学び続け問い続けながら、探究することができる
・自己を知り、将来の見通しを持って自らを高めるこ

と出来る
・未知に挑み、出会いを生かして世界を広げることが

できる

（事例１）桐蔭学園中等教育学校・高等学校

学校教育目標
不確実な状況でも柔軟に、当事者としてこれ
からの社会に貢献できる人

育成を目指す資質・能力
・見通しを立てる
・行動を起こす
・内省する
・協働的に課題解決に挑戦できる

（事例２）大手前高松中学・高等学校 8



＜ポイント３＞データ・エビデンスによって
育成を目指す資質・能力をアセスメントすること

(1)データ・マネジメント
－高等教育のIRを参考にして

(2)学習成果の評価の４つのタイプ
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（事例）品川女子学院のカリキュラム・マネジメント

（スクール・ポリシー）
私たちは世界をこころに能動的に人生を創る日本
女性の教養を高め、才能を伸ばし、夢を育てます。

（育成を目指す資質・能力）

①問題発見力
②共感力
③発信力
④内省力

生徒の自己評定（（個票）



＜ポイント４＞１～３を学校のスクール・マネジ
メントとして組織的に実践すること

（事例2）大手前高松中学・高等学校
（事例3）富士市立高等学校
（事例4）品川女子学院中等部・高等部

→に組織的な説明、共有、思考のプロセスが詳細に報告されています
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学力の三要素をアセスメントする
河合塾「学びみらいPASS」

①教科学力（英語・数学・日本語）
→○（高）、△（低）に分類

②リテラシー
・情報収集力
・情報分析力
・課題発見力
・構想力
→○（高）、△（低）に分類

③コンピテンシー
・対人基礎力
・対自己基礎力
・対課題基礎力
→○（高）、△（低）に分類 12



教科学力（模試）との関連

→トランジションタイプへの変換
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非認知能力との関連

→トランジションタイプへの変換
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桐蔭学園のトランジションタイプ

※2018年度のデータを使用
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